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平塚MAC定時総会

平成29年度
役員体制

会　長

池田　忠弘

副会長

高橋　国夫

宮武祥次郎

幹事

当面のスケジュール
パソコン勉強会

5／25、6／8、6／22

囲碁を楽しむ会
5／26、6／2、6／9、

6／16、6／23

アヒルの会　　　5／29

歩く会　　　　　6／1、
パークゴルフの会　6／5

学習会　　　　　6／28
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池
田
新
会
長
の
基

十
名
の
新
体
制
で
発
足

第
十
八
回
平
塚
M
A
C
定
時
総
会
は
、
四
月
二
十
日
ひ
ら
つ
か
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
報
告
と
平
成
二
十
九
年
度
役
員
体
制
、

事
業
計
画
を
一
部
修
正
の
上
、
池
田
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
体
制
の
役
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

高
橋
運
営
委
員
の
司
会
で
、

総
会
が
六
十
玉
名
中
、
委
任
状

十
二
名
を
含
む
六
十
名
の
過
去

最
高
の
出
席
率
で
有
効
に
成
立

し
て
い
る
旨
の
報
告
が
あ
り
議

案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

始
め
に
御
崎
事
務
局
幹
事
よ

り
第
一
号
議
案
「
平
成
二
十
八

年
度
事
業
報
告
」
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
質
問
が
無
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
末
次
会
計
幹
事
か
ら

第
二
号
議
案
「
平
成
二
十
八
年

度
決
算
」
の
説
明
が
あ
り
、
一

部
「
雑
収
入
」
の
取
り
扱
い
に
つ

き
質
問
あ
り
ま
し
た
が
次
年
度

で
検
討
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
本
案
は
水
永

会
計
監
査
よ
り
「
会
計
監
査
報

告
」
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
司
会
を
宮
武
運
営

貝
に
交
代
し
、
高
橋
運
営
委
員

よ
り
第
三
号
議
案
「
会
則
の
一

部
改
定
（
案
）
」
に
つ
き
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
改
定
の
主
旨
は

会
則
制
定
後
、
十
数
年
経
過
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
直
近

五
年
間
で
会
員
の
半
数
近
く

が
入
会
し
て
お
り
、
そ
の
経

緯
や
手
続
き
が
実
態
と
相

違
し
て
来
て
お
り
不
都
合
が

生
じ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

こ
の
点
を
改
め
る
べ
く
改
定

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
一

部
訂
正
の
上
、
本
案
は
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

更
に
第
四
号
議
案
「
平
成

二
十
九
年
度
役
員
選
出
（
案
）
」

に
つ
き
池
田
運
営
委
員
よ
り

雄
利
義
生
弘
男
　
正

浮

華

孝

光

祐

一

浩山辺崎本込松計次査永

杉
田
御
山
今
村
会
未
監
水

説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

平
成
二

十
九
年

度
は
一
名

退任し．、

二
名
の
新

任
を
迎
え
て
会
長
以
下
十
名
の

新
体
制
で
今
年
度
を
推
進
し
て

ゆ
く
説
明
が
あ
り
、
本
議
案
は

提
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
五
号
議
案
「
平
成
二
十
九

年
度
事
業
計
画
（
案
）
」
に
つ
い
て

池
田
会
長
よ
り
説
明
あ
り
ま
し

た
。
基
本
的
に
各
部
会
の
教
は

平
成
二
十
八
年
度
と
変
化
な
い

が
、
一
部
で
は
平
成
二
十
八
年

度
が
参
加
人
員
の
減
少
の
た
め
、

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
部
会
も

あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
末
次
会
計
幹
事
よ
り

第
六
号
議
案
「
平
成
二
十
九
年

度
予
算
（
案
）
」
の
説
明
あ
り
ま

し
た
。
一
部
雑
収
入
を
次
年
度

か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

全
体
的
意
見
と
し
て
、
前
述
し

た
様
に
会
員
の
約
半
数
が
直
近

五
年
以
内
に
入
会
し
て
お
り
、

会
発
足
当
時
か
ら
の
会
員
と
各

部
会
で
会
っ
て
も
接
触
を
持
ち

疑
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
打
開
策
と
し
て
会
員
全
員
の

顔
写
真
入
り
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
小
冊

子
を
作
成
し
て
貰
い
た
い
と
の
建

設
的
意
見
が
出
さ
れ
今
後
検
討

課
題
と
し
て
行
く
こ
と
に
し
ま

した。今
年
の
総
会
は
会
員
の
ご
協

力
に
よ
り
、
議
事
の
進
行
が
予

定
通
り
進
み
、
午
後
四
時
三

十
分
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

和
や
か
な

懇
親
会

総
会
閉
会
後
、
場
所
を
西

口
「
龍
園
」
に
移
し
、
三
十
名

が
参
加
し
て
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
と
は
雰

囲
気
が
違
い
和
や
か
な
雰
囲

気
に
な
り
、
皆
さ
ん
の
話
に

花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
会

望
外
の
幸
い

傘
寿
の
わ
が
健
康
寿
命
の
友

は
、
家
族
と
三
年
前
に
始
め

た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
す
。

平
塚
M
A
C
の
会
で
は
十

九
名
の
友
と
ラ
ウ
ン
ド
し
、

昼
食
会
も
一
緒
に
楽
し
ん

で
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
の

年
間
一
位
賞
と
は
望
外
の

幸
い
。
賞
品
の
ル
ビ
ー
レ
ッ
ト

の
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
に
気
持
ち

若
返
り
、
金
色
の
恵
比
寿
缶

ビ
ー
ル
の
喉
ご
し
の
味
に
浸

り
、
枠
な
品
選
び
さ
れ
た
今

込
世
話
人
の
心
意
気
に
ほ

の
ぼ
の
と
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
も
、
く
じ
で
決
ま

る
奇
遇
の
メ
ン
バ
ー
と
健
や

か
な
高
齢
社
会
を
語
り
合

い
、
ま
ず
O
B
を
出
さ
な
い
、

ス
コ
ア
の
適
切
な
申
告
第
一

と
し
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
体

活
の
余
生
を
続
け
た
い
も
の

で
あ
る
。

伊
藤
孔
三
　
記

次
号
の
発
行
は

六
月
二
十
二
日
で
す


